
報道機関・⾏政・教育機関担当者様各位 プレスリリース 

「睡眠リズムと不登校」講演会のお知らせ 

2017 年 9 ⽉ 27⽇
睡眠リズム障害患者会 Rhythm and Sleep (R&S)

今般、睡眠リズム障害患者会”R&S”では啓発活動の⼀貫として、通信制⾼校サポート校の KTC 中央⾼
等学院と連携し、所属する医師による講演会「睡眠リズムと不登校」を下記要領にて実施いたします。

学⽣の遅刻・⽋席や不登校の原因の多くの部分に、睡眠リズムの問題が隠れています。⼦どもの⼼⾝
の健康を改善させるための本取り組みについて、ぜひご聴講・ご取材頂ければ幸いです

■概要
「朝まで眠れない」「どんなに頑張っても午前中に起きられない」「全盲で昼夜が分からず睡眠が乱れ

る」「毎⽇少しずつ睡眠時間帯がずれ、社会に適応できない」という疾患である睡眠リズム障害。
思春期⼈⼝の 3〜7%は睡眠リズム障害に罹患しています。発症してしまうと、重度の場合は全く登校

ができなくなり、深刻な体調不良・覚醒困難による不適応や不登校をきたします。実際に、⾼校を中退
した⽣徒の 43.2%は「リズムと学校が合わなかった」(H25 東京都調べ)と回答するなど、⼦どもの健康
と未来を守る上で、⼤きな問題となっています。

今回、睡眠リズム障害患者会”R&S”は、KTC 中央⾼等学院と連携し、地域の養護教員や保護者向けに
この問題を学ぶための連続講演会を開催いたします。

■講演会⽇時と会場

終了・満員御礼



■講演内容と問い合わせ先 ※講演会の参加には事前のご連絡が必要です 
 

タイトル 「睡眠リズムと不登校に関する勉強会」 
講義内容 睡眠の基礎知識とメカニズム、誤った都市伝説、リズム、睡眠と学校生活、対処法 

(講義 90 分・質疑応答 30 分) 
講師   志村哲祥 (しむらあきよし) 医師・医学博士・精神保健指定医・認定産業医 
参加費  無料 
参加者  教育機関担当者・保護者とそのお子様 
取材・聴講等申し込み先 睡眠リズム障害患者会 事務局 
E-mail : info@crsd.jp  担当者 : 竹前、檜山、新井、志村 
URL : http://crsd.jp/ 

 
■睡眠リズム障害患者会 Rhythm and Sleep (R&S)について 
 
 睡眠リズム障害患者会 R&S は、2005 年の夏から、都内の睡眠外来で「睡眠リズム障害」と診断された
り、あるいは寝起きのリズムに著しい問題を感じていたりする人たちの交流会からスタートしました。 
 その後何年かの休止期間を挟んだ後、再開時に、患者会メンバーの失業や自殺などが起きていたこと
が明らかとなりました。いずれの不幸や困難も、社会的あるいは医療的な、睡眠リズム障害へのサポー
トの乏しさが原因となっていました。 

この問題を少しでも改善させるため、2014 年秋から、「睡眠リズム障害患者会 Rhythm & Sleep (R&S)」
として名称を正式に定め、互助活動の一層の推進、社会への啓発、政策面におけるロビーイング活動を
目的として活動をしています。2016 年にはクラウドファンディングにて、パンフレット・ポスターによ
る広域の啓発活動を実施しました。年内の NPO 法人化を目標としています。 

現状の課題 ※DSPS(DSPD・DSWPD)の場合

夜の強い不眠
朝の覚醒不能

思春期に発症する
(高校が多い)

登校不能(不登校)
孤立・ひきこもり
休学・退学

[苦しみ]
家族に理解されない
友人に理解されない
教師に理解されない
職場に理解されない
医師に理解されない

就職できない: 社員はまず不可能
(昼まで起きられない、学歴もない)
コンビニ・ファミレス・風俗店
くらいしか選択肢がない

進学できない・卒業できない
(高卒資格がなくて受けられない/
午前にある必修単位を取れない)

経済苦
社会的孤立
将来性の喪失

自殺
うつ

生活保護

睡眠リズム障害、特に睡眠相後退型(DSPS)は思春期人口の3～7%存在する → これをケアすることは、
社会の生産性を3～7%UPさせることに等しく、睡眠リズム障害の問題は日本社会全体に大きく関わる問題である


